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竈届憲章
住みよい白石をつくるため

雄大な蔵王を仰ぐわたくしたち白石市民は

＊自然を愛し　住みよい白石を　つくります。

＊文化を高め　美しい心を　そだてます。

＊健康で　あたたかい家庭を　きずきます。

＊仕事にはげみ　豊かな郷土を　つくヒ）ます。

＊きまヒ）を守り　明るい社会を　きずきます。
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多
様
化
す
る
消
費
需
要
と
そ
の
合

埋
化
に
対
応
す
る
た
め
、
食
料
品
総

曾
市
場
、
白
石
市
地
方
卸
売
市
場
が

地
方
釦
轟
市
場
オ
ー
7
ン

四
月
二
日
に
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し

た
。　

従
来
、
当
市
に
お
け
る
生
鮮
食
料

品
の
流
通
市
場
は
、
い
づ
れ
も
民
営

に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
昭
和
二
十
五
年
に
生
産
者
の
要
望

に
こ
た
え
て
白
石
市
農
協
が
開
設
し

た
青
果
市
場
に
は
じ
ま
り
、
そ
の
後

昭
和
四
十
四
年
市
場
運
営
の
近
代
化

を
目
指
し
て
株
式
会
社
白
石
中
央
青

果
市
場
に
発
展
し
、
さ
ら
に
卸
売
市

、
越
…

場
法
の
制
定
と
と
も
に
昭
和
四
十
七

年
株
式
会
社
白
石
中
央
青
果
地
方
卸

売
市
場
に
な
っ
売
の
で
す
。

　
白
石
地
方
卸
売
市
場
の
開
設
は

生
鮮
食
料
品
の
適
正
価
格
に
よ
る
安

全
供
給
に
よ
り
、
地
域
消
費
者
の
食

生
活
に
貢
献
す
る
と
共
に
、
食
料
品

小
売
店
等
の
商
業
振
興
と
野
菜
、
果

実
の
生
産
等
、
地
場
産
業
の
興
隆
を

達
成
す
る
も
の
と
し
て
開
設
さ
れ
た

も
の
で
す
。

r
《

　
市
場
は
昭
和
五
十
二
年
に
着
工
し
、

総
工
費
三
億
九
千
二
百
三
十
二
万
七

千
円
で
昭
和
五
十
四
年
三
月
に
完
成

い
た
し
ま
し
た
。

　
市
場
供
給
人
口
は
二
市
七
町
で
四

万
七
千
人
、
年
間
市
場
取
扱
高
は
、

野
菜
五
千
百
八
十
六
ト
ン
、
果
実
三

干
百
十
八
ト
ン
、
水
産
物
二
千
三
百

九
十
八
ト
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
公
設
卸
売
市
場
オ
ー
プ
ン
に
伴
い

市
の
消
費
生
活
相
談
貝
の
追
木
ヒ
サ

さ
ん
は
次
の
よ
う
に
話
し
て
お
り
ま

し
た
。

公
設
卸
売
市
場
に
つ
い
て

　
公
設
卸
売
市
場
が
四
月
二
日
に
開

設
と
な
り
、
業
務
が
開
始
さ
れ
た
こ

と
は
私
達
消
費
者
に
と
っ
て
直
接
的

で
は
な
い
に
し
て
も
大
変
喜
ば
し
い

こ
と
で
す
。
こ
の
市
場
が
落
成
し
た

と
き
に
案
内
を
受
け
て
設
備
な
ど
を

見
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
説
明
を
受

け
た
り
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
場
所
的

に
も
、
設
備
も
広
さ
も
す
べ
て
が
良

く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
卸

売
市
場
の
名
の
と
お
り
卸
売
だ
け
の

業
務
で
な
く
一
般
消
費
者
が
直
接
購

造
建

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃
鉄筋コンクリート建

入
出
来
る
市
場
で
も
あ
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
声
も
か
．
な
り
あ
り
ま
す
。

　
公
設
卸
売
市
場
が
卸
売
業
者
だ
け

へ
の
便
宜
と
な
る
と
一
般
消
費
者
へ

の
利
得
は
何
ん
だ
ろ
う
と
い
う
声
。

ま
た
、
市
場
見
学
者
の
心
得
が
あ
っ

て
見
学
者
を
予
想
し
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
月
に
何
日
か
一
般
消
費
者
に

も
品
質
の
よ
い
も
の
を
安
く
売
っ
て

く
れ
る
こ
と
で
も
な
け
れ
ば
、
何
ん

の
魅
力
も
な
い
と
い
う
声
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
期
待
す
る
こ
と
は
、

現
在
よ
り
新
鮮
で
安
く
～
般
消
費
者

に
渡
る
こ
と
で
す
。

造
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議室、管理、水産事務室
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設施場市

構

骨
屋

鉄
平

面積（mZ）

　　　553

　　278

　　　61

　　　！8

　　　31

　　　55

建築の概要

果青

韮倉庫

卸売場

果青

〃冷蔵庫
水産　倉庫

〃冷蔵庫
浄化槽施設

647
管理棟
及び

業者事務所

木造平屋建
（150台）

　　9，728m2

　　370

　3，670

用　　地

関連商品売場

駐車場
　市場

市場供給人口及び取扱高

47千人（2市7町）市場供給人口

5．186t野菜

3．118t果実

2．398t水産物

年間市場取扱高

昭和54．3了完着工　昭和52．3曇几

畝市場開
398。327千円費工総
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5月4日業務開始

　
白
石
市
健
康
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、

五
月
か
ら
業
務
を
開
始
い
た
し
は
し

た
、
．

　
健
康
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
住
民

の
健
康
に
関
す
る
健
康
相
談
、
健
康

教
育
、
集
団
健
康
診
査
を
中
心
と
し

た
身
近
な
保
健
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ

る
事
に
な
り
ま
す
。

健
康
セ
ン
タ
ー
の

業

務

健
康
相
談

〃
あ
な
た
は
健
康
で
す
か
〃
と
の
問

に
。
は
い
”
と
答
え
ら
れ
る
事
は
大

切
な
事
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
自
覚
症

状
で
悩
ん
で
い
る
方
や
、
あ
る
い
は

予
防
接
種
の
時
期
や
、
健
康
診
査
の

結
果
な
ど
で
、
疑
問
や
不
安
を
持
っ

て
い
る
方
は
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お

い
で
下
さ
い
。
健
康
セ
ン
タ
ー
で
は

月
曜
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
九
時
か
ら

十
【
時
ま
で
健
康
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。

妊
婦
教
室

　
安
心
し
て
お
産
を
迎
え
る
た
め
、

そ
し
て
丈
夫
な
赤
ち
ゃ
ん
を
生
み
育

て
る
た
め
に
妊
婦
教
室
を
行
い
ま
す
。

　
妊
娠
中
の
生
活
、
栄
養
、
お
産
の

準
備
等
に
つ
い
て
勉
強
し
、
同
時
に

母
子
健
康
手
帳
の
交
付
を
し
ま
す
。

榊榊

慈

轡

　
　
乳
幼
児
健
康
診
査

　
の
び
の
び
と
し
た
心
身
と
も
に
健

康
な
．
†
供
に
育
て
る
た
め
に
、
小
児

科
医
、
歯
科
医
の
診
察
、
身
長
体
重

の
計
測
、
育
児
栄
養
指
導
等
を
し
ま

す
。

婦
人
の
健
康
づ
く
り

　　　　　熱、塗藁麺
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嚇
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健
康
診
査
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
い

家
庭
の
主
婦
や
、
自
営
業
の
婦
入
（
十

八
歳
～
四
十
九
歳
ま
で
）
を
対
象
に

健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。
内
容
は

診
察
、
身
体
計
測
、
尿
検
査
、
血
液

検
査
（
貧
血
検
査
）
血
圧
測
定
等
で

す
。
そ
の
結
果
要
注
意
者
に
つ
い
て

は
食
生
活
を
中
心
と
し
て
勉
強
し
ま

す
。

保
健
栄
養
教
室

　
十
八
歳
以
上
の
女
子
を
対
象
と
し

て
年
度
始
め
に
受
講
者
を
募
集
し
、

基
礎
コ
ー
ス
、
応
用
コ
ー
ス
に
分
か

れ
、
年
卜
回
日
常
生
活
に
必
要
な
保

健
、
栄
養
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
す
。

成
人
病
教
室

　
高
血
圧
、
心
臓
病
、
糖
尿
病
、
胃

腸
病
、
貧
血
で
外
来
治
療
し
て
い
る

患
者
及
び
そ
の
家
族
を
対
象
に
栄
養

指
導
や
生
活
指
導
等
を
し
ま
す
。

循
環
器
等
基
礎
検
診

　
　
　
　
老
人
健
康
診
査

　
日
本
人
の
死
因
で
一
番
多
い
の
か

脳
血
管
疾
患
で
す
。
日
本
の
ど
こ
か

で
三
分
間
に
一
人
の
方
が
脳
血
管
疾

患
で
死
亡
し
て
る
事
に
な
り
ま
す
．
、

　
脳
血
管
疾
患
は
血
圧
と
関
係
あ
る

事
が
多
い
の
で
、
検
診
で
は
血
圧
測

定
、
尿
検
査
、
診
察
な
ど
を
し
ま
す
。

ガ
ン
検
診

　
四
十
歳
～
六
十
四
歳
ま
で
の
働
き

盛
り
の
年
齢
層
に
お
い
て
死
亡
の
第

一
位
は
ガ
ン
で
す
。
ガ
ン
征
圧
に
は

早
期
発
見
、
早
期
治
療
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
㎜
人
一
人
進
ん
で
検
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。
胃
ガ
ン
、
乳
ガ
ン
検

診
を
行
い
ま
す
。
（
子
宮
が
ン
検
診
は

市
で
受
診
券
を
交
付
し
婦
人
科
医
に

て
実
施
し
ま
す
。
）

結
核
検
診

　
戦
後
、
結
核
に
よ
る
死
亡
は
激
減

し
て
い
ま
す
が
、
今
で
も
結
核
患
者
は

あ
ま
り
減
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
検
診
は
必
ず
受
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

4

予
防
接
種

　
予
防
接
種
を
す
る
と
、
伝
染
病
に

か
か
り
に
く
く
な
り
、
か
か
っ
た
場

合
で
も
軽
く
す
ま
せ
る
事
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
予
防
接
種
は
、
予
防
接
種
法
と
い

う
法
律
に
基
づ
い
て
、
市
長
の
責
任

の
も
と
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
定
期

予
防
接
種
の
多
く
は
個
別
通
知
を
し

ま
す
が
健
康
状
態
の
よ
い
時
に
受
け

る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

公
害
苦
情
処
理

　
典
型
的
な
七
つ
の
公
害
、
土
壌
汚

染
、
騒
音
、
振
動
、
悪
臭
、
大
気
汚

染
、
水
質
汚
濁
、
地
盤
沈
下
に
関
す

る
苦
情
処
理
に
当
た
る
と
共
に
、
近
年

増
加
し
つ
つ
あ
る
近
隣
苦
情
（
公
害

に
関
す
る
）
に
つ
い
て
も
処
理
を
行

い
、
住
民
の
福
祉
向
上
と
環
境
保
全

に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

　
環
境
衛
生

　
年
々
増
加
し
つ
つ
あ
る
家
庭
か
ら

の
廃
棄
物
の
処
理
、
伝
染
病
発
生
防

止
を
図
る
た
め
の
衛
生
害
虫
駆
除
一

斉
消
毒
、
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の

駆
除
、
狂
犬
病
予
防
対
策
、
寿
山
地

域
し
尿
処
理
場
の
管
理
等
、
住
み
よ

い
生
活
環
境
づ
く
り
の
た
め
の
施
策

を
講
じ
て
い
ま
す
。

　
　
各
課
　
『
部

　
　
配
　
置
　
替

　
健
康
セ
ン
タ
ー
開
設
に
伴
い
各
課

の
一
部
が
配
置
替
と
な
り
ま
す
。

　
い
ま
ま
で
一
階
に
あ
り
ま
し
た
社

会
福
祉
事
務
所
と
社
会
福
祉
協
議
会
、

二
階
の
衛
生
課
が
そ
れ
ぞ
れ
健
康
セ

ン
タ
ー
の
中
に
入
り
業
務
を
行
い
ま

す
。
ま
た
四
階
の
選
挙
管
理
委
員
会

と
市
民
相
談
係
が
一
階
の
社
会
福
祉

事
務
所
あ
と
に
入
り
ま
す
。
ま
た
二

階
の
消
費
生
活
相
談
室
が
一
階
の
市

民
課
の
中
で
相
談
業
務
を
行
い
、
今

ま
で
の
市
民
相
談
室
は
市
民
の
室
と

な
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
利
用
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

健
康
セ
ン
タ
ー
案
内
図
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塵
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所
便
曝
巽

男子便所

女子便所
更衣

室
所長室

庫
段

倉
階

玄関ホ

カウンター

ご
q
∀
唐
1

市役所事務室

カウンター

階平面図

蕾理室更衣箋葉魯庫

段階

　
室

高
科

”
護

」
看

展示ホール

1喰議室

3階平面図

入口
　l

職員

　
　
膣属
庫ン

　倉庫
出入ロ

保健所事務室

男子便所

ダ子便所
体尊軍

階段

臆

歯科

景師会室医師去室

トライエリ丁
階1

㍑曝，里委繍夢

騨憐

一

書

庫

rレ
『

タ

1←

1郎　下

護弼梗

書
　
　
　
藁

廊下

室弗日
巧課計会冊

宿直窒鋳
室

キΨ1㌔役室

市酵才一

隔即室
｝切亜

市窪．課

白
晋
士
一
書
相
荊
卸

　　　弓　藁

　　　タ

町．

　一唖

トラ1エリア「ーエイ曽
7

卜

関

．
□

商工観
襲業
亥貝云

替醇都市計画壽1理道求下灘寸直事華

階2
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　　　　　　　　　みんなで参加

社

ム
五

教

調
目

事　　業 名

体力づくり指導者講習会

親子体力つロく｝）指導者講習会

親子体力づくり旬間

市　民　歩　　こ　う　会

国際児童年トilムマラソン
　　市民ジョッキング大会

健　　康　　ま　　つ　1）

オリエンテーリング
　　　　　　指導者講習会

ママさんスポーツ教室

親子スポ　ッ教室
スポーツクラプ指導者研修会

体　　　力　　　診　　　断

ス　　キ ｛
至教

国際児童年「子どもの集い」

国際児童年親子キャンプ大会

国際児童年
　　青少年バトミントン教室

対象者

般

各小学校区

〃

般

一般・小・中学生

般

一般・小・中学生

婦 人

般

〃

〃

一般・小・中学生

小　　中学生

一般・小・中学生

青　　少　　年

ね　　　ら　　　い

体力つくり活動の普及振興と指導
力の向上をはかる。

体力つくひ）活動の充実をはかるロ

親子体力つく1）の推進を深める

体力つくりに対する理解を深める

市民体力の増進をはかる

健康と体力に対する理解を深める

オリエンテーリングの普及振興を
深める

スポーツの日常化をはかる

親子の体力増進をはかる

スポーツ、リーダーとしての資質
の向上をめざす

各人の体力の指針とする

スキーを通して体力の増強をはかる

国際児童年にちなみ、子どもたち
の健全育成をはかる。

キャンプを通して親子のきずな
を深める

離膣舘の健全靖成と非行

期　　日

6月23日

6月25日

～7月14日
7月21日

　～31日

10月21日

7月・11月

7月22日

11月

1～2月

5～12月

5～12月

5～12月

1～3月

4～2月

7～8月

5～3月

催主

教育委員会

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

公　民　館
教育委員会

教育委員会

教育委員会

公民館

五

術

文

化

青　　少　　年　　劇　　場

視聴覚機械操作技術講習会

県　　内　　史　　跡　　め　　ぐ　　1）

考 古 展

国際児童年郷土史跡めぐを）

青　　少　　年

般

般

般

小学高学年

芸術鑑賞能力の向上豊かな情操の

かん養に資する

16ミリ映写技術研修

スライド技術研修

郷土史の理解、文化財保護思想の
普及をはかる。

文化財の理解、保護思想の普及を

はかる。

国際児童年の意義を理解し、あわ

せて、郷土の史跡の研修をはかる。

9月

7月5日
　～6日
5月23日

冒7～10月

2月

5月～12月

公　民　館

教育委員会

教育委員会

〃

〃

〃

〃

7

欝

しましょう

▲ジュニアリーダー講習会

、、膿

　　　　　社会教育基本方針

1　生涯教育に対応し得る社会教育教育体制

の整備充実につとめる

　（1）施設設備の整備と機能の充実

（2）社会教育における生涯教育体制の確立

2　文化財　民俗芸能および自然環境の保護

活用と市民の芸術文化活動の振興に努める。

（1）文化財及び自然環境の保護

（2）芸術文化活動の振興

3　市民の健康と体力の増強に努め、豊かな

　情操と住みよい環境づ’く『）をめざす市民性

の高揚に努める。

（1肱力づくりとスポーツの普及振興

（2）市民性の高揚

主
目

少

年
教
育

成

人

教
育

子ども会成人指導者研修会

ジュニァリーダー養成研修会

校　庭　開　放　事　業

青年グループ、サークル交流会

子ども会キャンプ
　　　　7アイヤーのつどい

自然と親しむ青少年のつどい

青少年健全育成推進大会

般

中　　学　　生

小　　学　　生

主
目 年

インリーダー

青　　少　　年

般

成人指導者の資質の向上をはかる

子ども会の直接指導者として中学
生のボランティ養成をはかる

少年の健全育成をはかる

青年グループ活動の充実をはかる

野外活動の認識を深めキャンプの
実際を身につける

春秋の自然の中で健康で楽しい野
外活動を通じ心豊かな子どもを

市民総ぐるみで青少年健全育成の
推進をはかる

7月5日

7月24日26日
（2泊3日）

4月～3月

9月

8月10～11日
（1泊2日）

5月13日
10月21日

6月～3月

教育委員会

〃

〃

〃

〃

〃

〃

婦人団体リーダー研修会

高令者のつどい

PTA活動の推進
家　庭　教　育　学　級

婦　　人　　学　　級

高　　齢　　者　　学　　級

青　　年　　教　　室

婦 人

高　　齢　　者

P　　T　　A

般

婦 人

高　　齢　　者

圭
目 年

婦人グループ活動のリーダーの養
生をはかる

心身の健康を保つための知識と
心構えをはかる。

P　T　A活動の健全化をはかる

家庭教育の充実をはかる

婦人教育の充実をはかる

高齢者教育の充実をはかる

青年教育の充実をはかる

8月

10月

5月～3月

5月～3月

5月～3月

5月～3月

5月～3月

教育委貝会

〃

〃

〃

〃

〃

〃

乳
幼
児
教
育

幼　　児　　学　　級

乳幼児教育研究集会

家庭教育相談事業テレビ視聴者グループ育成

幼児及び親

乳幼児の親

幼　児　の　親

幼児を保育し適当な環境を与え心
身の発達を助肢する

乳幼児教育の充実をはかる

幼児教育の充実をはかる

5月一一2月

6月15日

4月～3月

教育委員会

〃

〃

6
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市
長
日
誌

⑥
鈴
木
孝

　
三
月
二
十
七
日

　
白
石
市
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
連
合
会

総
会
及
び
白
石
市
史
（
通
史
）
出
版

祝
賀
会
に
出
席

三
月
二
十
八
日

公
立
刈
田
総
合
病
院
議
会
出
席

　
三
月
三
十
日

　
白
石
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

出
席三

月
三
十
一
日

市
職
員
異
動
辞
令
交
付
式

四
月
一
日

早
起
野
球
の
開
会
式
、
春
季
消
防

早
起
野
球
の
開
会
式
春
季
消
防
演
習

四
月
三
日

宮
城
県
内
市
長
会
出
席

四
月
五
日

大
鷹
沢
三
沢
大
橋
落
成
式

　
四
月
六
日

　
仙
台
地
方
建
設
局
用
地
課
長
と
バ

イ
パ
ス
問
題
を
協
議

　
白
石
市
農
村
青
少
年
機
能
集
団
総

会
出
席

郎

　
四
月
十
日

　
仙
南
広
域
行
政
事
務
組
合
理
事
会

消
防
署
問
題
を
協
議

四
月
十
一
日

白
石
家
畜
診
療
所
の
落
成
式

　
四
月
十
五
日

　
白
石
春
ま
つ
り
、

盛
大
に
終
る

好
天
に
恵
ま
れ

　
四
月
十
六
日

　
仙
台
地
方
建
設
局
の
用
地
課
長
来

庁
、
高
橋
達
君
と
会
談
一
切
円
満
に

解
決
な
る

四
月
十
九
日

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
証
書
伝
達
式

　
四
月
一
一
十
六
日

　
昭
和
五
十
四
年
度
林
野
火
災
防
御

訓
練
、
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
開
通
式
、
食

生
活
改
善
推
進
会
総
会

　
四
月
二
十
七
日

　
白
石
第
二
小
学
校
刈
田
病
院
分
校

（
ベ
ッ
ト
ス
ク
ー
ル
）
創
立
二
十
周

年
記
念
式
典
、
白
石
食
品
衛
生
協
会

総
会
　
　
　
　
　
　
、

翔き

嘗
き
あ
水
ど
訳

　
　
昔
話
　
　
豆
蔵
ど
、
藁
三
郎
ど
、

　
む
が
す
、
む
が
す
の
、
ず
ー
っ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ら

む
が
す
、
豆
の
豆
蔵
ど
、
藁
の
藁
三

郎
ど
、
嵐
の
炭
五
郎
ど
い
う
人
が
・

え
だ
ん
だ
ど
。

　
あ
る
と
き
、
三
人
す
て
散
歩
さ
行

っ
た
ん
だ
ど
。
す
ば
ら
ぐ
行
っ
た
っ

け
エ
（
行
っ
た
ら
）
、
堀
コ
が
、
あ
っ

た
ん
だ
ど
。
な
じ
ょ
に
す
て
（
ど
う

し
て
）
わ
だ
っ
た
ら
、
よ
が
ん
べ
ー

な
あ
、
ど
思
っ
て
だ
っ
け
エ
、
藁
三

郎
が
「
お
れ
が
橋
に
な
っ
て
や
っ
か

ら
、
わ
だ
れ
ー
ッ
」
ど
ゆ
っ
て
、
堀

コ
ば
、
ま
だ
え
だ
ん
だ
ど
。
ほ
う
す

っ
と
、
炭
五
郎
が
、
先
に
わ
だ
っ
た

ん
だ
ど
。
ほ
う
す
た
ら
、
あ
ん
ま
り

重
で
も
ん
だ
が
ら
、
こ
だ
え
ら
れ
な

ぐ
な
っ
て
、
炭
五
郎
ど
重
な
っ
て
、

ド
ン
ブ
リ
ど
、
堀
コ
さ
落
ず
だ
ん
だ

ど
。
二
人
が
ア
ッ
プ
、
ア
ッ
プ
す
て

え
る
の
を
見
で
、
豆
蔵
が
、
「
ア
ッ
、

ハ
ッ
、
ハ
ァ
ー
、
ア
ッ
、
ハ
ァ
ー
」

ど
、
大
笑
え
す
だ
ん
だ
ど
。

　
あ
ん
ま
り
、
笑
っ
た
も
ん
だ
が
ら
、

腹
が
ぶ
っ
つ
ア
げ
で
（
破
れ
て
）
す

ま
っ
た
ん
だ
ど
。
ほ
う
す
て
、
泣
じ

な
が
ら
戻
っ
て
き
た
ん
だ
ど
。
ほ
の

途
中
で
、
裁
縫
が
ら
帰
っ
て
き
た
娘

コ
に
出
合
っ
た
ん
だ
ど
。
娘
は
、
か

⑬
菅
野
新

炭
五
郎

わ
い
そ
う
に
な
っ
て
、
「
黄
色
の
糸
が

ね
ー
が
ら
、
体
裁
わ
り
げ
ん
と
も

（
悪
い
が
）
、
黒
糸
で
我
慢
す
て
け
ら

え
（
く
だ
さ
い
）
」
ど
ゆ
っ
て
、
ッ
ク

ッ
、
ツ
ク
ッ
ど
縫
っ
付
げ
で
け
だ
ん

だ
ど
。
ほ
ん
ど
じ
（
そ
の
と
き
V
の

縫
え
目
が
残
っ
て
ん
の
で
、
豆
コ
の

腹
ン
ど
ご
が
今
で
も
黒
ぐ
な
っ
て
る

ん
だ
ど
。

　
　
　
鳴
　
　
子

　
む
が
す
、
む
が
す
、
あ
っ
ど
ご
に
、

意
地
っ
張
り
な
、
す
ー
ど
が
さ
ま
（
し

ゅ
う
と
お
母
さ
ん
）
ど
、
嫁
ゴ
が
、

え
だ
ん
だ
ど
。
稲
の
実
入
り
ど
じ
に

な
っ
て
、
田
さ
ナ
リ
ゴ
（
鳴
子
）

ば
仕
掛
げ
で
、
ス
ズ
メ
ぼ
え
（
雀
追

い
）
ば
す
て
だ
ん
だ
ど
。

　
あ
っ
と
じ
、
す
ー
ど
が
さ
ま
が
、

「
ス
ズ
メ
コ
き
た
が
ら
、
シ
ジ
ゴ
（
引

き
子
）
鳴
ら
す
て
こ
え
」
ど
、
言
付

げ
だ
ら
、
嫁
ゴ
が
、
「
と
ん
で
も
ね
ー
、

シ
ジ
ゴ
だ
ど
ゆ
う
の
す
か
」
ど
、
つ

っ
け
ー
す
ご
ど
（
口
答
え
）
す
だ
ん

だ
。
や
リ
ゴ
で
ね
ー
。
シ
ジ
ゴ
だ
」
。

「
シ
ジ
ゴ
で
ね
ー
、
ヤ
リ
ゴ
だ
」
ど
、

二
人
す
て
、
口
け
ん
か
す
て
だ
ど
ご

さ
、
す
ー
ど
お
や
ず
（
し
ゅ
う
と
お

や
じ
）
が
、
畑
が
ら
帰
っ
て
き
て
、

　
「
に
っ
し
ゃ
ら
（
お
前
た
ち
）
、
な
ん

で
、
口
け
ん
か
す
て
る
ん
だ
」
ど
、

聞
え
だ
ん
だ
ど
。

　
ほ
ん
で
、
こ
れ
こ
れ
、
こ
う
ゆ
う

わ
げ
だ
っ
て
話
す
た
っ
け
エ
（
話
し

た
ら
）
・
す
ー
ど
お
や
ず
が
、
「
あ
れ
は
、

ナ
リ
ゴ
ッ
つ
ー
も
ん
だ
」
ど
、
ゆ
っ

た
ん
だ
ど
。
ほ
ご
さ
、
ち
ょ
う
ど
、

和
尚
さ
ん
が
通
り
が
が
っ
た
ん
で
、

ほ
ん
と
の
名
前
ば
聞
え
で
み
だ
っ
け

エ
、
「
あ
れ
は
な
、
手
前
さ
引
え
で
押

す
て
や
っ
か
ら
、
シ
ジ
ゴ
ど
も
、
ヤ

リ
ゴ
ど
も
ゆ
う
す
、
鳴
る
が
ら
、
ナ

リ
ゴ
ど
も
ゆ
う
ん
だ
。
つ
ま
ん
ね
ー

ご
と
で
、
争
っ
て
ね
ー
で
、
ス
ズ
メ

ば
ぼ
わ
え
ン
（
追
い
な
さ
い
）
」
ど
、

ゆ
っ
た
ん
だ
ど
。

　
　
　
白
　
　
梅

　
む
が
す
、
あ
っ
と
ご
に
、
し
し
ゃ
ん

め
（
白
梅
H
上
等
な
刻
み
煙
草
）
を

売
っ
て
歩
え
だ
（
歩
い
て
い
た
）

男
が
、
え
だ
ん
だ
ど
。
か
ら
だ
じ
ゅ

う
、
シ
シ
ャ
ミ
（
し
ら
み
）
ば
、
い

っ
ぱ
い
、
た
げ
で
「
し
し
ゃ
ん
め
ー
、

し
し
ゃ
ん
め
ー
」
ど
・
お
っ
ち
な
声

で
触
れ
で
歩
え
で
だ
ん
だ
ど
。

　
あ
る
日
の
ご
ど
、
え
ず
も
の
よ
う

に
、
触
れ
で
歩
え
で
だ
っ
け
エ
、
背

中
が
、
こ
で
ー
ら
ん
ね
ー
ぐ
れ
ー
、

か
ゆ
ぐ
な
っ
て
き
た
ん
だ
ど
。
ほ
ん

で
、
そ
こ
っ
と
、
空
屋
さ
へ
ー
っ
て
、

ま
っ
ぱ
だ
が
に
な
っ
て
、
シ
シ
ャ
ミ

8

生
活
の
知
恵

小
　
岩
　
庄

花
　
暦
　
と

国
　
花

　
ほ
と
ん
ど
の
植
物
は
、
あ
る
『
定

の
期
間
に
咲
く
の
で
、
季
節
に
よ
っ

て
、
見
ら
れ
る
花
が
違
う
。
そ
こ
で
、

各
月
に
咲
く
花
の
順
を
追
っ
て
花
暦

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ

ん
、
地
方
に
よ
っ
て
種
類
も
違
っ
て

く
る
し
、
月
も
ず
れ
て
く
る

一
月
つ
ば
き
、
う
め

二
月
　
つ
ば
き
、
う
め
、
す
い
せ
ん

三
月
　
た
ん
ぽ
ぽ
、
ぢ
ん
ち
ょ
う
げ

こ
ぶ
し

四
月
　
そ
め
い
よ
し
の
、
や
ま
ざ
く

ら
、
や
ま
ぶ
き
、
い
ち
り
ん
そ
う

お
き
な
ぐ
さ

五
月
　
ぼ
た
ん
、
ふ
じ
、
き
り
、
く

ま
が
い
そ
う
、
き
ん
ら
ん

六
月
　
は
な
し
ょ
う
ぶ
、
た
ち
あ
お

い
、
ぜ
に
あ
お
い
、
あ
じ
さ
い

七
月
　
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
、
や
ま
ゆ
り

ひ
ま
わ
り
、
か
ら
す
う
り
、
お
に
ゆ

八
月
　
ま
つ
ば
ぼ
た
ん
、
さ
る
す
べ

り
、
き
き
ょ
う
、
の
こ
ぎ
り
そ
う

九
月
　
は
ぎ
、
す
す
き
、
ひ
が
ん
ば

な
、
ふ
じ
ば
か
ま

十
月
　
コ
ス
モ
ス
、
り
ん
ど
う
、
う

め
ば
ち
そ
う
、
し
ゅ
う
め
い
ぎ
く

十
一
月
さ
ざ
ん
か
、
び
わ

十
二
月
　
つ
ば
き

　
国
花

日
本
　
さ
く
ら

イ
ギ
リ
ス
　
ぎ
ら

フ
ラ
ン
ス
　
ア
イ
リ
ス

イ
タ
リ
ヤ
　
ひ
な
ぎ
く

ド
イ
ツ
　
や
ぐ
る
ま
そ
う

ス
ペ
イ
ン
　
オ
レ
ン
ジ

ロ
ー
マ
　
げ
っ
け
い
じ
ゅ

中
国
　
う
め

イ
ン
ド
　
　
ナ
し

エ
ジ
プ
ト
す
い
れ
ん

ギ
リ
シ
ア
　
オ
リ
ー
ブ

取
り
す
た
ん
だ
ど
。
ほ
れ
が
ら
は
、

シ
シ
ャ
ミ
の
気
に
ば
り
な
っ
て
、
「
シ

シ
ャ
ミ
ー
、
シ
シ
ャ
ミ
ー
」
ど
触
れ

で
歩
え
だ
ん
だ
ど
。
ほ
ん
で
、
し
と

ず
、
し
ず
っ
て
や
っ
ぺ
ー
、
ど
思
っ

た
、
あ
る
思
が
、
「
シ
シ
ャ
ミ
け
ら
え

ン
（
下
さ
い
）
」
ど
、
ゆ
っ
た
ん
だ
ど
。

ほ
う
す
っ
と
、
し
し
ゃ
み
売
り
は
、

ハ
ッ
と
思
っ
て
、
「
シ
シ
ャ
ミ
は
売
れ

切
り
ま
す
た
。
ノ
ミ
（
蚤
皿
飲
み
）

の
え
え
タ
バ
ゴ
が
あ
っ
た
か
ら
、
買

っ
て
け
ら
え
ン
」
ど
ゆ
っ
て
、
し
し

ゃ
ん
め
ば
出
す
た
ん
だ
ど
。
こ
ん
で
、

お
す
ま
え
、
チ
ャ
ん
、
チ
ャ
ン

国
「
巨
髄
曼
距
陛
距
巨
髄
籔
距
巨
庭
鱒
巨
距
匹
髄
匹
巨
巨
巨
睦
麗
蘇
騨
距
髄
員
距
畦
髄
髄
距
巨
髄
鱒
匹
巨
髄
髄
距
鱒
巨
距
巨
巨
畦
匹
薙
区
巨
競
臼
藝
聴
匹
騨
巨
匹
畦
睦
巨
区
巨
巨
巨
匹
畦
巨
巨
距
縫
距

炉
訴
．
、
一

〈
投
句
さ
れ
る
方
へ
〉

　
毎
月
十
五
日
ま
で
に
封
書
ま
た
は

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う

え
、
白
石
市
役
所
総
務
課
広
報
係
（
白

石
市
字
桜
小
路
三
五
）
へ

歌

壇

雨
止
み
て
杉
の
木
立
ち
に
照
る
陽
ざ
し
春
の
息
吹
き

の
匂
ふ
明
る
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
千
代
子

夜
の
道
を
一
人
し
来
れ
ば
ま
近
く
に
水
音
た
て
て
鴨

の
飛
び
た
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
間
久
子

ふ
る
さ
と
に
清
き
流
れ
の
せ
ど
の
川
水
車
小
屋
な
ど

記
憶
を
た
ど
る
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
と
く

手
折
り
来
し
連
翅
の
蕾
か
た
け
れ
ば
朝
夕
妻
と
霧
吹

き
や
れ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
邦
子

妻
恋
ふ
る
切
々
の
情
に
涙
せ
り
友
逝
き
て
よ
り
六
年

経
に
し
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
巻
沙
記
子

川
股
兵
三
選

先
が
け
て
落
葉
も
た
ぐ
る
蕗
の
と
う
春
雨
に
冴
え
る

さ
み
だ
れ
の
色
　
　
　
　
　
　
　
　
結
城
絹
子

夜
半
よ
り
雨
に
洗
は
れ
し
雪
柳
露
を
残
し
て
ほ
の
か

に
青
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
静
枝

き
し
き
し
と
躾
の
糸
を
し
ご
き
つ
つ
羽
織
る
は
た
の

し
老
ひ
づ
き
し
か
ど
　
　
　
　
　
　
　
山
吹
さ
く

草
花
を
こ
よ
な
く
愛
で
し
亡
き
母
は
先
だ
ち
し
父
と

語
り
居
る
ら
ん
　
　
　
　
．
　
　
　
阿
部
み
さ
子

わ
れ
の
言
ふ
言
葉
も
判
り
甘
へ
居
し
猫
の
寝
箱
を
今

宵
す
て
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
馬
き
よ

俳

壇

鈴
木
貞
　
二
　
選

駅
を
出
て
故
郷
の
一
歩
春
の
泥
　
　
佐
藤
梅
月

（
評
）
く
に
は
田
舎
で
あ
る
。
駅
を
出
て
一
歩
踏
み

　
出
し
た
春
泥
が
故
郷
の
家
へ
の
道
で
あ
る
。
久
し

　
振
り
で
故
郷
へ
帰
っ
た
、
そ
の
時
の
感
情
が
春
泥

　
の
句
に
な
っ
て
い
る
。

縁
側
の
小
鉢
の
花
や
福
寿
草
　
　
　
　
　
渡
辺
き
よ

花
の
下
飲
む
酒
苦
し
笑
ひ
あ
ふ
　
　
　
高
野
き
よ
子

バ
ラ
の
芽
の
雨
に
濡
れ
つ
つ
伸
び
に
け
り
　
星
と
し

山
径
の
行
手
遮
り
椿
散
る
　
　
　
　
　
阿
部
と
き
子

こ
ろ
柿
に
粉
ふ
き
し
ご
と
雪
ふ
り
ぬ
　
山
吹
さ
く

さ
く
ら
餅
お
茶
の
時
間
の
老
夫
婦
　
　
阿
部
ま
さ
る

釣
り
人
の
日
毎
に
増
ゆ
る
雪
解
川
　
　
坂
井
ゆ
き
を

茶
に
混
じ
る
冬
草
の
青
濃
か
り
け
り
　
山
田
か
く
子

い
つ
見
て
も
雪
の
蔵
王
の
す
ば
ら
し
さ
　
日
下
ぐ
ん

落
椿
日
当
た
り
な
が
ら
流
れ
ゆ
く
　
　
　
　
選
者
吟

　　瓢　躍出国

r
距
巨
距
睦
起
距
匹
麗
籔
騨
曄
臨
ー
距
聾
蛭
睦
畦
臨
ー
ー
髄
曼
距
匹
陸
畦
髄
距
距
巨
畦
麗
麗
距
巨
巨
睦
畦
髄
巨
ー
髄
翌
翼
巨
巨
距
巨
鱒
範
葭
蘇
翼
鱒
鮭
睡
髭
臼
縫
醒
区
臼
巨
鮭
巨
騨
翼
縫
藝
区
ー
L
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o
δ
θ
　
　
　
距

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
＠
ヨ
層
　
鮒

　
　
’
7
　
　
　
　
撒

　
　
4
4
　
’
　
腿

　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
白
石
春
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
顧
．

ヤ
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
く

F
愁

鰭適
κ
㎏

細謹
〈〉

毫
鶏
製
－集

．

盛

稚
児劇

噂
。

㌦

騨
、
麟
塚
灘
・
耀
伽

、
罫
鵯
慧
、
、
・
い
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
餌
　
倉

～
臨
騒

　
一
了
　
u

　
z
イ
　
　
｝
夕

　
　
　
　
懸
婿

馨
懸
．
、
遵
猛

趣

鱒

麟

暴

護
、
、
曳
λ
．
霧
、
、

声
．
歎

～
愈
　
’
骨
罵

、
。
幅

籔甥
醤憲、

〆

庫㌧
、
象

イ
　
、

㎏
を
÷

ウ
鳳‘

瓢

’訓癒

新艇

イ
ぐ

　
講
．

　
薦
虹
、

　
撃

．

押

　
鯛

！
議
、

－
紳
〆

／
ダ

裏

箭

峯
、

婁、

誌

■o

磯
勉

4

癬
螂

靴

．
穿
‘

－
門
、
溺
淫
…
認
パ

　
〉
、

　
〈

協

冨
、
蒔
、

夢

緊　繍触
繕蟻煮

庵署
家
敏

、
．
蘇

靴
“

誘

幡
ポ
賊
鮮
軌

轡｝
諺

袈
顯

　
　
　
　
読
醐

恥
野
’
　
　
ず
婁
蚤
、

いま子供たちは

その“心の風景を探る99

　5月5日は子供の日。いま子供たちは、何を考え

将来にどのような希望を持って勉強に、遊びに、毎

日の生活を送っているのでしょうか。

勉
強

　
子
供
た
ち
は
、

と
で
悩
ん
だ
り
、

・
進
学

日
ご
ろ
ど
ん
な
こ

心
配
し
た
り
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か

　
子
供
た
ち
の
胸
を
痛
め
る
”
三
大

悩
み
“
と
で
も
い
う
べ
き
心
配
ご
と

は
、
一
に
「
勉
強
の
こ
と
」
、
二
に
「
進

学
（
受
験
）
の
こ
と
」
、
三
に
「
自
分

の
将
来
の
こ
と
」

　
こ
れ
を
学
年
別
に
見
ま
す
と
、
「
い

ま
困
っ
た
り
、
心
配
し
て
い
る
こ
と

は
何
か
」
と
の
問
い
に
、
小
学
校
五
、

六
年
生
で
は
二
二
％
が
勉
強
の
こ

と
」
を
あ
げ
、
中
学
生
で
は
四
五
％

が
「
進
学
（
受
験
）
「
と
答
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
次
ぐ
”
悩
み
”
と
し
て

小
学
生
は
「
自
分
の
将
来
」
（
一
五
％
）

「
進
学
（
受
験
）
の
こ
と
」
（
一
三
％
）
を

あ
げ
て
い
ま
す
。

自
分
の
将
来

　
こ
れ
が
、
中
学
生
に
な
り
ま
す
と
龍

　
「
勉
強
」
三
九
％
、
「
自
分
の
将
来
」

二
八
％
と
、
そ
れ
ぞ
れ
パ
！
セ
ン
テ
・

ー
ジ
が
高
く
な
り
、
”
三
大
悩
み
〃
は
…

●

　
　
　
　
　
　
　
高
学
年
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
深
刻
に
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
な
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
な
み
に
、
中
学
生
三
年
で
は
、

と
な
っ
て
い
ま
す
。
約
七
割
が
「
進
学
（
受
験
）
」
問
題
で

頭
を
痛
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
で
は
、
小
中
学
生
を
合
一

わ
せ
た
全
体
で
「
お
こ
づ
か
い
の
こ
㎜

と
」
の
二
〇
％
に
次
い
で
「
友
だ
ち
『

の
こ
と
」
「
健
康
の
こ
と
」
が
そ
れ
ぞ
㎜

れ
一
三
％
と
続
き
、
「
父
、
母
の
こ
と
」

（
八
％
）
は
七
番
目
に
や
っ
と
顔
を
㎜

出
し
て
い
ま
す
。

　
1
総
理
府
世
論
調
査
ー
か
ら

　
　
L
P
ガ
ス
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
事
故
防
止

　
　
L
P
ガ
ス
は
、
家
庭
用
燃
料
と
し

．
て
非
常
に
便
利
な
反
面
、
取
扱
い
を

㎜
■
誤
ま
る
と
、
思
わ
ぬ
惨
事
を
ひ
き
起

一
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
次
の
点
に
注

甲
意
し
安
全
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

L
P
ガ
ス
に
は
独
特
の
臭
い
が
つ
け

て
あ
り
ま
す
か
ら
、
コ
ン
ロ
等
を
使

う
際
に
少
し
で
も
臭
う
と
き
は
直
ち

に
コ
ッ
ク
を
締
め
、
戸
や
窓
を
あ
け

｝
て
空
気
の
流
通
を
良
く
し
、
漏
れ
て

い
る
ガ
ス
を
戸
外
に
追
い
出
し
ま
し

㎜
よ
う
。
こ
の
時
L
P
ガ
ス
は
空
気
よ

出

昧
自
慢

　
　
　
　
　
　
　
轡

佐藤みえ（福岡

　
　
さ
け
の
ム
ニ
エ
ル

　
材
料
　
二
人
分

さ
け
二
切
　
小
麦
粉
少
々
　
サ
ラ
ダ

油
大
さ
じ
一
杯
　
バ
タ
ー
大
さ
じ
⊥
2
、

レ
モ
ン
汁
大
さ
じ
⊥
2
、
じ
ゃ
が
い
も

中
一
個
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
大
さ
じ
二
～

三
杯
　
。
ハ
セ
リ
少
々
、
　
塩
　
コ
シ
ョ

ウ　
作
り
方

①
さ
け
は
両
面
に
塩
こ
し
ょ
う
を
ふ

り
か
け
　
じ
ゃ
が
芋
は
皮
を
む
き
四

つ
割
り
に
し
　
塩
ゆ
で
し
て
粉
ふ
き

芋
を
作
り
ま
す
。

②
さ
け
の
水
け
を
ふ
き
両
面
に
軽
く

小
麦
粉
を
ま
ぶ
し
、
フ
ラ
イ
パ
ン
に

サ
ラ
ダ
油
を
熱
し
両
面
を
色
よ
く
焼

き
ま
す
。
余
分
の
油
を
と
り
、
バ
タ

ー
を
加
え
、
レ
モ
ン
汗
を
ふ
り
か
け

て
か
ら
皿
に
盛
り
粉
ふ
き
芋
と
、
パ

セ
リ
を
お
き
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
添
え

ま
す
。

り
重
く
低
い
と
こ
ろ
に
た
ま
り
ま
す

の
で
、
う
ち
わ
や
、
ほ
う
き
で
あ
お

ぎ
出
す
こ
と
で
す
。

　
ガ
ス
漏
れ
事
故
の
原
因
の
ほ
と
ん

ど
が
点
火
し
た
と
き
、
火
が
つ
い
た

か
を
確
認
し
な
い
ま
ま
、
掃
除
や
洗

濯
に
と
の
か
か
っ
た
り
、
器
具
を
使

っ
た
あ
と
に
コ
ッ
ク
を
完
全
に
締
め

な
か
っ
た
り
消
費
者
の
ミ
ス
が
原
因

．
し
て
い
ま
す
。
つ
い
忙
し
さ
に
ま
ぎ

り
て
不
用
意
に
取
り
扱
う
こ
と
の
な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
又
煮

こ
ぼ
れ
や
窓
な
ど
か
ら
吹
き
こ
ん
で

く
る
強
い
風
で
炎
が
消
え
る
と
、
ガ

ス
が
そ
の
ま
ま
部
屋
の
中
に
溜
っ
て

危
険
で
す
。
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
ガ

ス
居
れ
警
報
器
を
取
付
け
る
の
も
事

故
防
止
に
な
り
ま
す
。

所談相

相
　
　
談
　
　
区
　
　
分

入
権
擁
隻
相
談

行
　
政
　
相
　
　
談

生
　
　
活
　
　
相
　
　
談

社
会
保
険
相
談

高
齢
者
職
業
紹
介

補
聴
器
巡
回
サ
ー
ビ
ス

税
　
　
務
　
　
相
　
　
談

消
費
生
活
相
談

相
談
日

77
7
，
5
一
5

　
1
　
　
　
2

ワワ

第
一
∴
二
火
曜

72415

毎
週
水
木
金

ロ寺

間

10

時
　も

12

時

10

時

～

12

時

10

時
　
　
1
2
時

9
時
3
0
分
～
1
5
時

m
時
　
　
U
時

13

時
　
　
1
4
時

13

時
　
　
M
時

10

時
　
　
1
6
時

9
時
　
　
M
時

場

所

市
役
所
各
種
相
談
室

市
役
所
各
種
相
談
室

市
　
　
役
　
　
所

市
　
　
役
　
　
所

社
会
福
祉
協
議
会

祉
会
福
止
事
務
所

市
役
所
各
種
相
談
室

市
役
所
各
種
相
談
室
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繰灘
’
、
灘

潔灘　懸潔潔潔　　潔潔
潔懸　　遷難

潔
潔 麟

税の窓口

お
し
ら
せ
板

お
し
ら
せ
板

　最近、パートで働く主婦が多く

なっていますが、年収が一定額を

超えると、夫の所得から配偶者控

除（29万円）が受けられなくなっ

たり、主婦自身に税金がかかった

りしはます。

　配偶者控除は、通常、夫が妻を

扶養している場合に受けられるも

のですが、妻に一定額を超える所

得があるときは受けられません。

一定額は、所得の種類によって違

いますが、主婦の所得がパート収

入だけの場合は20万円以下であれ

ば配偶者控除が受けられます。こ

れを年収になおすと70万円（月平

均5万8千3百円）ですのでこの

額以下であればよいわけです。

　ところが、主婦のパート収入に

も税金がかかります。

寡婦年金を受けている人は、5月

31日までに「現況届」を提出しな

ければなりません。

　現況届とは、現在受けている年

金を、これからも引き続いて受け

ることができるかどうかを確認す

る大切な届です。

　なお、53年6月1日以後に年金

を受けはじめた人や、年金の支給

停止を解かれた人は、今回は提出

する必要はありません。もし、こ

の現況届の提出を忘れますと、提

出するまで年金の支払いが止めら

れますので、決められた日まで必

ず提出してください。くわしくは

市役所市民課国民年金係へ（費5

～2111内線133）

国民健康保険被保険者証

　　　　　　更新されていない方

年　収

70万円以下

70万円超

79万円超

配偶者控除が

受けられる

受けられない

スライド研修会

　スライド技術の研修会を行いま

すのでご持加下さい。

〉日時　5月23日　9時30分から

〉場所　市役所大会議室　　　　お

〉内容○スライドの作成　　　　し

　　　oスライド操作方法　　　リ

　　　スライド利用方法　　　　せ

くわしくは市教育委員会社会教板

育課（a5～2111内線411）

受けられない

戸斤イ尋零克力｛

カ・カ・らない

か力亀らない

かかる

　本年4月1日から被保健者証は

新しくなりました。まだ更新され

ていない方は、早く更新されるよ

うお願いします。なお更新される

場合は、本年3月未日まで使用し

ていた被保険者証（みどり色）を

ご持参願います。

国民年金

　　　商業統計調査

　　　　　　　　　　　　　　　｝

　6月1月現在で商業統計調査が

実施されます。この調査は統計法

に基づく指定統計調査であります。

調査にあたっては、調査員が皆様

の各店舗ごとに調査をお願いしま

すのでご協力下さい。

　なお提出された調査票を統計以お

外の目的に利用されることは法律し

で固く禁じられておりますから、b

正確にご記入ください。くわしくせ

は市役所秘書企画課統計係（智5板

～2111内線327）へ

　国民年金の現況届は提出しまし

たか。障害、母子、準母子、遺児

地区名

福石、大平、福岡地
区、白川犬奉都婆
地区
越河、斉川、大鷹沢
白川（犬牟都婆地
区除く）小原地区

更新事務窓口

市役所、保険課

市役所、各出張所
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脚幼稚園就園奨励費補助聯
　白石市では幼稚園教育の振興を

はかるため、白石市内の公立、私

立の幼稚園に就園する4歳児、5

歳児の保護者が負担する入園料、

保育料について、その世帯の所得

金額（市民税の課税）の状況に応

じ入園料、保育料の保護者負担を

軽減することになりました。申請

手続については後日在園する幼稚

園を通じてお知らせいたします。

くわしくは市教育委員会庶務課へ

お問合せください。

（a5－2111内線415）

保育料等の減免限度額年額）

階　　層　　区　　分

1生活保護世帯市民税非課税世帯

2市民税所得割の非課税世帯

市民税所得割の課税額が5，000円以
下の世帯

4市民税所得割の課税額が10，00Q円以
下の世帯

5市民税所得割の課税額が60，000円以
下の世帯

公　　　立

20，000円

　　　　220，000円×一
　　　　3

私 立

70，000円
（80，000）

55，000円
（63，000）

30・000円1

25，，，，円∫（35’000円）

籍（繍証論翻灘携篇鵠耀峯輝糖響贈市民税の課

※申請する場合、生活保護世帯で

あるときは福祉事務所長の証明又

は市民税の課税（非課税）証明書

募 集

　市営・県営住宅の入居者募集

　市営住宅

D〉住宅名　市営緑が丘アパート

〉募集戸数　9戸

〉家賃及ぴ型式　月額1万4千5

　百円～1万8千円　3DK
　県営住宅

〉住宅名　県営緑が丘アパート

〉募集戸数　13戸

［＞家賃及び型式　1万5百円～1

　万3千円　3DK

（昭和54年度分）か納税通知書の

写しを添付してください。

〉受付期間　随時（ただし日曜祭

　日と土曜の午後は除く）

〉受付場所及ぴ申込み用紙

　市役所建設課

その他申込み方法について詳しく

は市役所建設課住宅係（智5～2

111内線242）まで

南蔵王夏山開き

　大自然の宝倉南蔵王の山開きに

参加してみませんか。

〉日程　5月19～20日

5月19日　白石駅前観光案内所午

後4時20分集合

　
ヨ
に
　
　
　
ハ

藻　、
、
繋
燕
．

5月20日　京成ロッジ出発～垂清

沢～南屏風岳～不，忘山～京成ロッ

ジ～白石着16時30分予定

［＞募集人員　20名

〉会費　4千5百円

〉申込期限　5月12日（但し定員

になり次第〆切〉

〉申し込先　白石観光案内所

　（暦6～2042）

自衛官募集

　自衛隊では、自衛官（2等陸、

海、空士）を次の要項で募集して

います。

〉応募資格　18歳以上25歳未満の

　男子

〉身分　特別職国家公務貝

〉給与　初任給8万5千8百円

〉その他　衣食住は無料で支給又

　は、貸与されます。又働きなが

　ら大学、高校への通学の道がひ

　らかれています、

〉応募先　市役所市民課（智5～

　2111内線135）または自
衛隊宮城地方連絡部柴田募集事

務所（暦02245～4～28
　19）まで

就職記念に簡易保険を

　社会人としてスタートした若い

人達は希望で胸がいっぱいかと思

います。就職は、自分の生活設計

をたてる大切な時期です。長い人

生の間にはいろいろな出来事があ

ります。不慮の事故、病気、災害

などによる経済不安もそのひとつ

です。このような不安をなくし安

心して働ける保障をするのが郵便

局の簡易保険です。種類としては

●保障の大きい「11倍保障のニュ

　ークローバー保険」

●結婚独立資金に「25歳満期成人

　保険」などがあります。

くわしくはお近くの郵便局、また

は保険外務員におたずねください。
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昭和54年度全市一斉消毒日程表
月　日

5　　3

20

22

23

24

25

26

7ウ臼
28

～9

30

曜

日

日

火

水

木

金

土

日

月

火

水

地区名

白　石

白　石

越　河

斉　川

大鷹沢

大　平

小　原

白　川

福　岡

福　岡

福　岡

実 施 地 区

短ヶ町　西益岡、中益岡、東益岡、南町、田町

本町、中町、長町　亘理町　新町

清水小路　寿町、柳町、本郷1、本郷2、本郷3

本郷4、鷹ノ巣、郡山、上郡山、小下倉、

福岡東区

全　区

〃

〃

〃

〃

全区、尾ベラ、滝下、福岡沖、北区

滝上、上原、鎌先、弥治郎、大綱、八宮、芹沢

南区、西区、西上、山根、下原、山の下

沼、川原子、不忘、蔵王、三住

注意事項　（D　　気ある所で使用しないこと。

　　　　　（2〉食器、飼料、おもちゃ等に直接かけないこと

　　　　　（3）消毒に従事される方は必ず「マスク」を用いること。

　　　　　（4）作業終了後、石ケン水で顔・手足をよく洗うこと，

日

O
O

』
9
㌧

10

14

16

17

21

22

ウ
】

24

28

29

30

31

区 分

健康　相　談

1歳6カ月児健診

3ヵ月児健診

健康相談
妊婦　教室

健康相　談

3カ月児f建診r

健　康　相　談

3歳6カ月児健診｝

健康相　談

毘カ月児育児相談

6ヵ月児健診

健康相　談

妊婦教室
6カ月児健診

受付時問
9：30～11：【）O

12．30分時間厳寸

～り4ワ
臼

9：3u～11：00

9：00～　9：　30

9二　3〔）一Llこ00

12：4｛）一12：　5〔）

9：3⇔～11：00

0031～0（09
】1

9：30～11：00

13：00～13：　10

12140～12：50

9：　30～11：　00

9：　30～11　：　00

9：00～9：30

12：40～12～50

対象地区

白川地区

越河地区

全　地　区

大平地区

全　地　区

小原地区

全　地　区

大鷹沢地区

全　地　区

福岡地区

全地　区

白石地区以外

斉川地区

三住地区

全地　区

白石地区

場 所

白III公民館

越河公民館

健衰センター

大平公民館

健康センター

原公民館

健康センター

大鷹沢公民館

健康センター

福岡公民館

健康センター

斉川公民館

三住婦人ホーム

健康センター

備　　考

52．11生

54．上．13～

　54．2．10

～
3
7

1
2

4
4
5
5

50．11

53．5

53、11

53，11

　　妊婦教室
安心してお産を迎えるため、そ

して丈夫な赤ちゃんを生み育てる

ために妊婦教室を行います（妊娠

中の生活、栄養、お産の準備）同

時に母子手帳を交付しますので印

鑑と妊婦届出書を持参して下さい。

保

鰯ぞ礁i健

’1
sず・　　イ

　三種混合定期
　　　　　　予防接種
　ジフテリア、百日咳、破傷風（三

種混合）の定期予防接種（第一期）

をおこないます。この予防接種は

予防接種法に基づいて実施するジ

フテリア、百日咳と保護者の不安

が著しい破傷風の予防接種を同時

におこなうものです。

1期日　5月11日

2場所と時間白石市健康センター

　　　　13時30分～14時30分

3料金無料
4接種するお子さん

　昭和51年10月1日～昭和52年3

月31日までの出生者

5その他　（1）問診票は必ず記載し

て当日持参して下さい。（2）母子手

帳も持参して下さい。（3）身体に異

常がある場合、接種前にかかりつ

けの医師の診断をうけるなどの処

置を取って下さい。（4破傷風の接

種を希望しない場合、事前に市衛

生課まご連絡下さい。

体日急愚当需医
月日

5／3

5

6

13

20

27

内　　科

柿崎医院
5～2210

院
1

　
の

医
5

理
8

　
～

亘
5

大沼医院
5～2502

広瀬医院
5～0288

芭　　医院

5～2410

加藤（司〉医院

5～2001

外　　科

銭谷医院
5～2010

宮城医院
5－2602

刈田医院
5～2145

加藤（文）医院

6～2653

刈田医院
5～2145

院
1

　
　

医
1

　
～

堤
5

14


